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本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
費
用
＝
無
料
、
申
込
＝
不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）。
　
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
　
＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
　
＝
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
出
張
所
、

　
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、
　
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
　
＝
申
込
時
に
記
載
す
る
基
本
項
目
は
、
催
し
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
人
数
。

HP

区

参

コ

活

項目

出

涯

学校・住宅
建設費
30.5%

土木
45.8%

平成19年度まで

保健衛生
5.8%

福祉施設
など
16.1%

その他
1.8%

福祉費全般
57.6%

平成20年度以降

環境衛生
総務費・

地球温暖化対策
17.9%

保健体育総務費
11.3%

地域づくり推進
13.2%

◎16ミリ映写機技術者養成講習会　視聴覚ライブラリーの16ミリフィルム・映写機を使用する際には、
この講習会修了者に交付される「16ミリ映写機技術習得証明書」が必要となります。▽日時　７月１日（日）
午前10時～午後５時30分▽会場　東図書館（中今泉３丁目）▽対象　県内在住の高校生以上の人▽定員
　先着20人▽申込　６月12～ 26日に、電話で、視聴覚ライブラリー☎（638）5704へ。

通
４
人
ま
で
。

お
出
掛
け
く
だ
さ
い

議
場
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

６
月
定
例
会
開
会
日
に
、
議

場
で
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
終
了

後
に
は
、
会
議
の
傍
聴
が
で
き

ま
す
。

▽
日
時　

６
月
８
日（

金）

午
前

９
時
20
分
～
９
時
45
分
。
議
会

開
会
は
午
前
10
時
。

▽
会
場　

市
議
会
議
場
（
市
役

所
議
会
棟
６
階
）。

▽
出
演　

野
中
英え

い

士じ

カ
ル
テ
ッ

ト
。

▽
定
員　
先
着
120
人
。

▽
そ
の
他　

満
席
の
場
合
は
立

ち
見
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課
☎

（

632）

２
６
１
１

書
く
と
い
う
こ
と
彫
る
と
い

う
こ
と
　
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
新
し
い
世
界
へ

▽
日
時　
７
月
14
日（

土）

午
後

２
時
～
３
時
30
分
。
午
後
１
時

30
分
開
場
。

▽
会
場　
南
図
書
館（

雀
宮
町）

。

▽
内
容　

神
山
奉と

も

子こ

さ
ん
（
平

成
27
年
日
本
自
費
出
版
文
化
賞

特
別
賞
受
賞
小
説
家
）、
宇
賀

地
洋
子
さ
ん
（
彫
刻
家
）
に
よ

文
化
財
め
ぐ
り

蒲
生
君
平
ゆ
か
り
の
地

▽
日
時　

６
月

24
日（

日）

午
前

９
時
～
午
後
０

時
30
分
。
雨
天

決
行
。

▽
コ
ー
ス　

宇

都
宮
城
址
公
園

～
蒲
生
君
平
生
誕
の
地
～
延
命

院
～
桂
林
寺
～
蒲
生
神
社
～
二

荒
山
神
社（
解
散
）。
徒
歩
移
動
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
40
人
。

▽
申
込　

往
復
は
が
き
の
往
信

に
参
加
希
望
者
全
員
の
右
記
の

凡
例
に
あ
る
項目
・
年
齢
を
、
返

信
に
は
代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
書
き
、
６
月
12

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
320-

8540

市
役
所
文
化
課
☎（

632）

２
７
６

８
へ
。
応
募
は
１
グ
ル
ー
プ
１

ページ番号
1009205

催
　
し

文化・教養・スポーツ

頑張る競輪事業　宇都宮競輪
　競輪場の収益が私たちの生活に役立っていることを
ご存じですか。皆さんも、競輪場のさまざまな取り組
みを知り、競輪事業に理解を深めてみませんか。

　宇都宮競輪場は昭和25年に開設され、これまで本
市の社会基盤や生活基盤の整備を支えてきました。収
益金の一部は、平成19年度までは道路や学校建設な
ど社会基盤の整備に、平成20年度以降は地域づくり
の推進や福祉のなど生活基盤の整備に、これまで総額
821億円を超える費用が使われています（下のグラフ）。

新たな競輪事業の取り組み
■ミッドナイト競輪　電話投票やインターネット投票
に限定して、午後９時～ 11時30分の深夜の時間帯に
無観客で開催しています。
　宇都宮競輪場では、平成27年９月から青森競輪場
などを使用して開催していましたが、３月にナイター
設備を設置し、ミッドナイト競輪を初開催しました。
今後はナイター設備を活用したイベント開催など、皆
さんに親しまれる競輪場を目指していきます。
■レースタイトル命名　レースタイトルを命名する協
賛企業・団体、個人を募集します。協賛レースでは、
企業・団体は屋号や商品名など、個人は記念日など、
11文字以内でタイトルを命名することができます。

▽協賛特典　命名したタイトルの出走表・車券・テ
ロップなどへの掲載、メインスタンド特別観覧席利用
券、協賛レースを収録したＤＶＤ贈呈など。
▽申込　希望する競輪レースの開催30日前までに、
協賛レース申込書（宇都宮競輪場 HPutsunomiya-
keirin.jpから取り出し可）に必要事項を書き、直接
または送付・Ｅメールで、〒320－0054東戸祭１丁
目2－7、公営事務所☎（625）0100、 u2335@city.
utsunomiya.tochigi.jpへ。

開設69周年記念（ＧⅢ）
宇都宮ワンダーランドカップ争奪戦

■日時　6月28日～７月１日、午前10時開門。
■会場　宇都宮競輪場。
1特設ステージイベント　29日＝選手会栃木支部新
人選手トークショーなど。30日＝ジャズコンサート
など。７月１日＝「Ｕ字工事」お笑いライブ、選手会
栃木支部チャリティーオークションなど。
2場内イベント・ファンサービス
▽Ｋ

ケ イ リ ン

ＥＩＲＩＮカフェ（30日、７月１日のみ）　競輪
選手会栃木支部選手によるカフェ。
▽地元選手応援イベント　地元栃木の選手が出場する
レースをみんなで応援。参加者には抽選で記念品をプ
レゼント。
▽サイクルストリート（30日、７月１日のみ）　バー
チャル自転車レース体験。
▽宇都宮餃

ギョーザ

子会出店　日替わりで４店舗の焼餃子が楽
しめる。
▽バンク内観戦　実際のレースをバンク内から観戦。
▽縁日コーナー　的当てゲーム、おかし釣りなど。
■その他　43ページも併せてご覧ください。
問公営事業所☎（625）0100

競輪事業収益金の使途
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文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ

◎市の最新文化財情報新資料報告会　▽日時　６月23日（土）午後１時30分～４時30分▽会場　とびやま
歴史体験館▽内容　下西原遺跡・車塚古墳群などの調査報告、新たに登録・認定となった「宇都宮大学峰
が丘講堂」「野口雨情旧居」の解説など▽定員　先着50人▽申込　６月５日から、直接または電話で、と
びやま歴史体験館☎（667）9400へ。

る
、
お
互
い
の
創
作
活
動
に
関

す
る
対
談
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　

６
月
22
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
電
話
で
、
南
図
書

館
☎（

653）

７
６
０
９
へ
。

オ
ル
レ
ア
ン
市
へ
の

派
遣
青
少
年
を
募
集

▽
派
遣
期
間　
11
月
16
～
23
日
。

▽
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
地

元
青
少
年
と
の
交
流
な
ど
。

▽
対
象　

市
内
に
在
住
か
通
学

通
勤
し
て
い
る
高
校
生
以
上
30

歳
未
満
（
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
）
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
英

語
で
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き

る
人
。

▽
定
員　
10
人
。

▽
選
考　
書
類
・
面
接
。

▽
費
用　

約
19
万
円
（
渡
航
費

用
、
交
通
費
な
ど
）。
渡
航
手

続
き
費
用
、
海
外
旅
行
保
険
な

ど
の
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
。
10

人
未
満
の
場
合
は
、
渡
航
費
用

が
増
額
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（
参
５
階
）
に
置
い
て
あ
る
申

込
書
（
市
HP
か
ら
も
取
り
出
し

可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
、
６

月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
市

内
の
高
校
に
通
学
し
て
い
る
人

は
学
校
を
通
し
て
、
そ
れ
以
外

の
人
は
、
直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320-

0026
馬
場
通
り
４
丁
目
１

︱
１
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
☎

（

616）

１
５
６
７
へ
。

▽
そ
の
他　

派
遣
先
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、
事
業
を
変
更
・
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

飛
山
城
写
真
展
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

　
７
月
14
日
～
９
月
９
日
に
と

び
や
ま
歴
史
体
験
館
で
展
示
す

る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

▽
題
材　

飛
山
城
史
跡
公
園
内

の
復
元
建
物
・
草
花
・
風
景
・

イ
ベ
ン
ト
風
景
・
史
跡
公
園
か

ら
見
た
富
士
山
な
ど
。

▽
規
格　

カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒

の
六
つ
切
り
か
、
Ａ
４
の
単
写

真
。
自
宅
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
用

可
。

▽
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
人
。

▽
選
考
・
賞　

来
館
者
の
投
票

で
入
賞
作
品
を
決
定
。
入
賞
者

に
は
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
。

▽
申
込　

と
び
や
ま
歴
史
体
験

館
、
文
化
課
（
市
役
所
12
階
）、

清
原
区
（
清
原
工
業
団
地
）
に

置
い
て
あ
る
応
募
要
項
を
ご
覧

の
上
、
作
品
の
裏
面
に
応
募
用

紙
を
貼
り
、
右
記
の
凡
例
に
あ

る
項目
・
作
品
タ
イ
ト
ル
・
コ
メ

ン
ト
を
書
き
、
７
月
７
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
送

付
で
、
〒
321-

3236
竹
下
町
380
︱

１
、
と
び
や
ま
歴
史
体
験
館
へ
。

１
人
２
点
ま
で
応
募
可
。
応
募

作
品
の
返
却
不
可
。

問
と
び
や
ま
歴
史
体
験
館
☎

（

667）

９
４
０
０

国
際
交
流
の
市
民
活
動
に

助
成
し
ま
す

■
補
助
事
業　

平
成
31
年
３
月

31
日
ま
で
に
、
自
ら
企
画
し
た

企
画
書
に
基
づ
き
運
営
し
、
国

際
親
善
や
国
際
化
に
寄
与
す
る

内
容
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
目

的
で
行
う
事
業
。
①
姉
妹
・
文

化
友
好
都
市
と
の
友
好
親
善
交

流
②
外
国
人
住
民
の
自
立
化
支

援
・
日
本
人
と
の
共
生
③
市
民

の
た
め
の
国
際
理
解
の
促
進
や

国
際
協
力
活
動
。
た
だ
し
、
政

治
・
宗
教
・
営
利
目
的
や
他
団

体
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
も

の
を
除
く
。

■
対
象
団
体　

本
市
に
事
務
所

を
置
く
団
体
。

■
補
助
対
象
経
費
・
助
成
額

▽
姉
妹
・
文
化
友
好
都
市
へ
の

訪
問
や
姉
妹
・
文
化
友
好
都
市

か
ら
の
訪
問
団
の
受
け
入
れ
＝

国
際
親
善
に
関
わ
る
経
費
な
ど

の
う
ち
、
２
分
の
１
以
内
の
額

（
上
限
14
万
５
０
０
０
円
）。

▽
市
内
で
の
事
業
実
施
や
国
際

協
力
活
動
＝
直
接
必
要
な
経
費

の
う
ち
、
２
分
の
１
以
内
の
額

（
上
限
５
万
円
）。

■
選
考　

事
業
計
画
書
な
ど
の

書
類
。

■
申
込　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
に

置
い
て
あ
る
申
請
書
（
市
HP
か

ら
も
取
り
出
し
可
）
に
必
要
事

項
を
書
き
、
８
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
320-

0026
馬
場
通
り
４
丁
目
１

︱
１
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
☎

（

616）

１
５
６
７
へ
。

生涯学習センターで各種催し
▽講座名・内容など　下の表の通り▽対象　市内に在住か通勤通学している成人。

講座名 日時
定員
・
費用

申込

1中央 涯
金曜まなび
塾

7月13日～ 12月14日の
金曜日、午前10時～正
午。全11回
8月24日午前9時～午後4
時30分は館外学習

抽選70人
館外学習
費など
（実費）

6月8日（消印有効）までに、直接ま
たははがき・Eメール（右記の凡例
にある項目・年齢・性別を明記）で、
〒320-0806中央1丁目1-13、中央
涯 ☎（632）6331、 u47090100@
city.utsunomiya.tochigi.jpへ

2上河内 涯
ライフアッ
プセミナー
i
イン

nかみかわ
ち

7月11日～ 10月24日の
水曜日、午後1時30分～
3時。 全8回
10月3日午前9時～午後4
時は館外学習

抽選50人
館外学習
費（実費）

6月11日（必着）までに、直接また
ははがき（右記の凡例にある項目・
年齢・性別を明記）で、〒321-0414
中里町181-3、上河内 涯 ☎（674）
3131へ

3河内 涯
（中岡本町）
かがやくセ
ミナー

7月26日～平成31年1月
31日、 午前10時～正午。
全5回
10月25日午前9時～午後
4時30分は館外学習

先着70人
保険料な
ど（実費）

6月19日から、直接または電話で、
河内 涯☎（671）3201へ

お
知
ら
せ

ページ番号
1007507

ページ番号
1007502
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本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
費
用
＝
無
料
、
申
込
＝
不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）。
　
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
　
＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
　
＝
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
出
張
所
、

　
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、
　
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
　
＝
申
込
時
に
記
載
す
る
基
本
項
目
は
、
催
し
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
人
数
。

HP

区

参

コ

活

項目

出

涯

◎健康を応援　スポーツ健康体力相談　▽日時　７月４・11・18日、午後１時30分～ 3時▽会場　ブレ
ックスアリーナ宇都宮（市体育館）▽内容　目的・体力に応じたトレーニングメニューの提供▽定員　各
先着12人▽費用　500円（受講料）▽申込　６月４日午前９時から、電話で、市スポーツ振興財団☎（663）
1611へ。

市民芸術祭文芸部門
入賞者が決定（敬称略）

■創作　▽準市民芸術祭賞　中澤央
ひさ

（茨城県）▽
奨励賞　德永楽

らく

遥
よう

（城南1丁目）▽佳作　金子日
にち

香
か

（簗瀬4丁目）、和氣良雄（一番町）。
■随筆　▽市民芸術祭賞　小林博（鹿沼市）▽準
市民芸術祭賞　竹澤敬三（砥上町）▽奨励賞　古
谷耀

よう

子
こ

（桜5丁目）、大泉満（横山1丁目）▽佳作　
登坂美子（立伏町）、山口昭（竹下町）、鈴木あぐ
り（小山市）、国母仁（上籠谷町）。
■詩　▽準市民芸術祭賞　くぼかわけんいち（西
原2丁目）▽奨励賞　太田尾あい（立伏町）、野々
市裕（茨城県）▽佳作　伊藤敏樹（立伏町）、髙瀬
切
きり

（東峰町）、近
こん

昌
よし

夫
お

（西川田南2丁目）。
■短歌　▽市民芸術祭賞　中村洋子（弥生2丁目）
▽準市民芸術祭賞　川村玲子（大和2丁目）▽奨励
賞　月井綾子（東町）、河原美惠（西川田本町）▽
佳作　加藤誠子（鶴田町）、田村フミ子（白沢町）、
住吉正子（白沢町）、本多カツ子（中岡本町）、本
田俊雄（双葉3丁目）。
■俳句　▽市民芸術祭賞　斎藤武夫（五代2丁目）
▽準市民芸術祭賞　大島雅

が

風
ふう

（泉が丘7丁目）▽奨
励賞　関田和子（松原2丁目）、大塚君恵（平出町）
▽佳作　齋藤弘子（八幡台7丁目）、小野田秋吉（西
原町）、板垣博史（大寛2丁目）、星野榮子（竹下町）、
近昌夫（西川田南2丁目）、山嵜仁（緑3丁目）、大
島知子（滝谷町）、細井悦子（鶴田町）、神山節子（宝
木町）、小林ゆき（花房2丁目）。
■川柳　▽奨励賞　毛塚善市（中一の沢町）、柏
村久美子（西大寛2丁目）▽佳作　竹内孝彦（中岡
本町）、大樹幸恵（立伏町）、水上義明（清原台4丁
目）、小池貞雄（新里町）、綾部健二（鶴田町）。
問市民芸術祭実行委員会事務局（文化課内）☎
（632）2763

と
題
し
た
、
五
十
嵐
市い

ち

郎ろ
う

さ
ん

（
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属

幼
稚
園
副
園
長
）
に
よ
る
講
座
。

▽
対
象　

市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
、
主
に
子
育
て

を
し
て
い
る
人
。

▽
定
員　

各
抽
選
20
人
。
満
６

カ
月
～
未
就
学
児
の
託
児
あ

り
。

▽
申
込　

６
月
15
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
、

送
付
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
（
右
記
の
凡
例
に
あ
る
項目
・

年
齢
・
希
望
の
日
程
、
託
児
希

望
の
人
は
子
ど
も
の
名
前
・
ふ

り
が
な
・
年
齢
を
明
記
）
で
、

〒
320-

0806
中
央
１
丁
目
１
︱
13
、

非
認
知
ス
キ
ル
を
考
え
る
講
座

子
ど
も
の
豊
か
な
時
間
と
は

▽
日
時　

Ａ
日
程
＝
７
月
３
・

10
日（

火）

。
Ｂ
日
程
＝
７
月
４・

18
日（

水）

。
午
前
10
時
～
正
午
。

各
全
２
回
。

▽
会
場　

市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
明
保
野
町
）。

▽
内
容　
「
子
ど
も
と
し
て
育

つ
と
い
う
こ
と
」
と
題
し
た
、

吉
田
カ
ヨ
さ
ん
（
元
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
幼
児
教
育
専
門

員
）
に
よ
る
講
座
。「
大
人
の

都
合
と
子
ど
も
の
生
活
習
慣
」

教
室
・
講
座

表
ひょう

紙
し

裏
うら

（目
もく

次
じ

）で出
しゅつ

題
だい

したクイズの答
こた

えを発
はっ

表
ぴょう

するよ！

問
もん

題
だい

１の答え　1松
まつ

田
だ

新
しん

田
でん

浄
じょう

水
す い

場
じょう

　今
い ま

里
ざ と

町
ちょう

にある松田新田浄水場は北
き た

関
か ん

東
と う

で一
い ち

番
ば ん

大
お お

きい浄水場で、川
か わ

の水
み ず

を安
あ ん

心
し ん

しておいしく飲
の

める水
す い

道
ど う

水
す い

にしてみんなに送
お く

っているんだ。普
ふ

段
だ ん

は見
み

ることができない上
じょう

下
げ

水道の施
し

設
せ つ

を巡
め ぐ

る
探
た ん

検
け ん

ツアーもあるから、詳
く わ

しくは、28ページを
見
み

てね。
問題２の答え　3ほたるの里

さと

　今里町にある梵
ぼ ん

天
て ん

の湯
ゆ

では、羽
は

黒
ぐ ろ

山
さ ん

を望
の ぞ

める
大
だ い

露
ろ

天
て ん

風
ぶ

呂
ろ

やジェットバスなどが利
り

用
よ う

でき、地
ち

域
い き

の特
と く

産
さ ん

物
ぶ つ

などが楽
た の

しめる物
ぶ っ

産
さ ん

コーナーやレス
トランなどもあるよ。梵天の湯がほたるの里と
言
い

われているのは、6～ 7月
が つ

にかけて、自
し

然
ぜ ん

環
か ん

境
きょう

が豊
ゆ た

かな施
し

設
せ つ

周
しゅう

辺
へ ん

でたくさんのほたるを見
み

る
ことができるからなんだ。ほたるの観

か ん

察
さ つ

会
か い

につ
いて、詳

く わ

しくは、27ページを見てね。

クイズコーナー
の答え

人
材
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
☎

（

632）

６
３
３
２
、

（

632）

６

３
３
６
、

m
anabee@

city.
utsunom

iya.tochigi.jp

へ
。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

体
験
活
動

▽
日
時　
７
月
７
・
14
・
21
日
。

午
前
10
時
～
正
午
。
全
３
回
。

▽
会
場　

市
役
所
14
階
会
議

室
。
21
日
は
う
つ
の
み
や
文
化

の
森
（
長
岡
町
）。

▽
内
容　

遊
び
方
の
講
義
、
か

ら
く
り
ミ
ニ
絵
本
を
作
る
、
自

然
体
験
活
動
な
ど
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
20
人
。

▽
申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
・

送
付
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

（
右
記
の
凡
例
に
あ
る
項目
・
年
齢

を
明
記
）
で
、
６
月
29
日
ま
で

に
、
〒
320-

0806
中
央
１
丁
目
１
︱

13
、
人
材
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー

☎（

632）

６
３
３
２
、

（

632）

６
３
３
６
、

manabee@city.
utsunomiya.tochigi.jp

へ
。

楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

バ
レ
ト
ン
教
室

▽
日
時　

７
月
３
・
10
・
17
・

24
・
31
日
。
午
後
７
時
～
８
時
。

全
５
回
。

▽
会
場　

ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
（
市
体
育
館
・
元
今

泉
５
丁
目
）。

▽
内
容　
バ
レ
エ
・
ヨ
ガ
・
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
。

▽
定
員　
抽
選
50
人
。

▽
費
用　

２
５
０
０
円
（
参
加

料
）。

▽
申
込　
宇
都
宮
ス
ポ
ー
ツ
ナ

ビ
HPhttp://www.utsuno

m
iya-sponavi.or.jp

の
応
募

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力

す
る
か
、
往
復
は
が
き
の
往

信
に
右
記
の
凡
例
に
あ
る
項目
・

年
齢
を
、
返
信
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
書
き
、
６
月

10
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

〒
321-

0954
元
今
泉
５
丁
目
６
︱

18
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
☎

（

663）

１
６
１
１
へ
。

は
が
き
１
枚
に
付
き
１
講
座
、

複
数
名
の
申
込
み
可
。
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
。

ページ番号
1007393



歴史歴史 物語物語紐解紐解
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	 第	2	回	 古代から現代まで

大谷石がつくりつないだまち うつのみや
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■大谷石との出会い　約
1500年前の海底火山の
噴火によって形成された
大谷石は、宇都宮の人々にとって昔から身近に触
れることができる存在でした。この地に住む人た
ちは、その石質の特質を見抜き、古くから竪穴住
居のカマドや横穴式石室の石材として使ってきま
した。また白肌を露出する石山に磨

ま

崖
がい

仏
ぶつ

を彫り、
生活の安定や人々の無事を願うようになりました。
■巨大な地下空間の出現　江戸時代以降は、大谷
石を建物の屋根や壁などの建材として使用するよ
うになり、明治時代以降には、採石産業が確立し、
人
じん

車
しゃ

軌道や鉄道などの輸送手段の発達や採掘の機
械化により、出荷量は飛躍的に増加し、宇都宮の
みならず東京や横浜に大量に出荷され、近代化す

る日本の都市づくりの礎を担うようになりました。
　その結果、大谷資料館などで見られるような、
巨大な地下空間が数多く生み出されたのです。
■掘り出した石で築いたまち　城下町・門前町とし
て発展してきた宇都宮では、江戸時代以降、二

ふた

荒
あら

山
やま

神社の石垣をはじめ、教会や寺、豪商の屋敷、民家
の塀、人 の々憩いの場となる庭園や花壇、道路の敷
石など、さまざまな場所に大谷石が使われてきました。
　このように宇都宮の人々が、加工しやすく、耐
火性に優れた大谷石を変幻自在に使いこなし、「石
のまち」をつくり上げてきた「大谷石文化」がこ
のたび、日本遺産に認定されました。
　この文化を私たちはこれからも大切に守りつな
いでいくことが重要です。
問文化課☎（632）2764

◀
露
天
掘
り
の

　
採
石
場

市民俳歌柳壇市民俳歌柳壇

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品 （漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632）2028

歌 壇 安野登美子 選

う
つ
す
ら
と
川
面
に
浮
か
ぶ
花
筏

二
重
奏
の
如
花
吹
雪
舞
ふ

下
栗
町　
鈴
木　
葉
子

新
し
き
ス
ー
ツ
の
君
の
細
き
背
に

ス
マ
ホ
は
確
か
な
明
日
を
示
す
か

西
２
丁
目　
木
村　
治
子

春
愁
の
五
月
の
窓
を
開
け
放
し

緑
の
空
気
グ
イ
と
吸
ひ
こ
む

下
栗
町　
大
塚　
榮
子

大
空
の
か
な
し
み
拭
ひ
ハ
ン
カ
チ
の

花
な
ほ
白
く
楚
楚
と
微
笑
む

泉
が
丘
２
丁
目　
海
野　
和
恵

春
一
番
傘
を
広
げ
て
燥
ぐ
子
等

今
に
も
飛
ぶ
が
に
風
と
戯
る	

●
緑
２
丁
目　
片
嶋　
青
水

◎
選
評
　
春
一
番
の
一
陣
の
風
の
中
に
戯
る
子
ら
。
傘
を
媒
介
と
し
た
一
つ
の
場
面
を
立
ち
上
げ
る
。「
今
に
も
」
か
ら
風

と
子
ら
の
行
動
を
取
り
こ
ぼ
さ
ず
に
拾
う
下
の
句
。風
と
子
ら
が
一
対
と
な
り
、一
体
感
を
感
じ
さ
せ
る
転
回
は
見
事
。「
飛

ぶ
が
に
」作
者
は
飛
ば
せ
て
い
る
か
も
。風
と
戯
る
子
ら
の
声
や
表
情
が
見
え
て
く
る
。そ
の
中
に
す
っ
ぽ
り
作
者
が
い
る
。

そ
ん
な
一
首
で
あ
る
。

俳 壇 星田一草 選

春
昼
や
濃
き
コ
ー
ヒ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

西
川
田
南
１
丁
目　
星
野　
志
郎

ふ
き
の
と
う
二
つ
見
つ
け
て
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ

下
田
原
町　
五
十
嵐
由
美
子

田
水
張
り
ま
つ
青
な
空
浮
か
べ
た
り

中
岡
本
町　
中
沢　
智
子

春
の
昼
猫
の
欠
伸
が
う
つ
り
け
り

花
園
町　
小
林　
秀
行

サ
ン
タ
ル
チ
ア
聴
き
ひ
と
り
じ
め
春
の
月

	

●
今
泉
町　
木
村　
定
男

◎
選
評
　
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
聴
き
な
が
ら
の
ひ
と
と
き
。
歌
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
お
ぼ
ろ
な
る
月
も
ま
た
一
興
を
成
す
。

力
強
い
歌
声
に
満
足
し
て
い
る
。
春
の
夕
べ
の
森
羅
万
象
を
独
り
占
め
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
心
豊
か
な
ひ
と
と
き
。「
春

宵
一
刻
値
千
金
」
桜
の
夜
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

柳 壇 荒井宗明 選

封
切
れ
は
百
万
円
も
あ
っ
け
な
し

上
御
田
町　
二
木　
　
捷

ま
た
一
人
来
て
盛
り
上
が
る
縄
の
れ
ん

茂
原
２
丁
目　
野
口　
久
弥

葉
桜
へ
街
日
常
を
取
り
戻
す

泉
が
丘
１
丁
目　
川
里　
　
宏

春
風
に
乗
っ
て
花
粉
の
悪
巧
み

鶴
田
町　
鈴
木
芙
美
子

雑
魚
と
雑
魚
好
き
な
所
で
跳
ね
て
い
る

	

●
中
今
泉
５
丁
目　
丸
田　
　
守

◎
選
評
　
雑
魚
と
い
う
の
は
、
川
も
選
ば
ず
川
岸
近
く
に
群
れ
て
い
る
小
魚
で
あ
る
。
時
に
は
、
大
物
に
対
し
、
小
物
を
い
う
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
昔
、
明
か
り
と
も
し
頃
に
な
る
と
雑
魚
の
集
ま
る
場
所
が
あ
っ
た
。
街
角
の
屋
台
、
場
末
の
縄
の
れ
ん
、一寸

格
が
上
が
る
と
ビ
ル
の
居
酒
屋
、
と
いっ
た
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。
だ
が
昭
和
の
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
町
々
の
酒
屋
の
店
先

の
縁
台
に
も
、一日
の
憂
さ
を
晴
ら
す
人
た
ち
が
い
た
。
こ
う
し
て
雑
魚
は
、
憂
さ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
今
日
を
生
き
る
の
で
あ
る
。

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ


